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問１ 図１の x 軸上の点Oから点Cまで直線的に移動する自動車について考える。スタート地点

（点O）で静止していた自動車は，点Oから点Aまでの区間で一定の加速度 a〔m／s２〕で加速し

た。点Oから点Aまで進むのに要した時間は4.0秒であり，点Aを通過するときの自動車の速度は

12m／sであった。点Aを通過した後，自動車は等速直線運動で点Bに到達した。点Aから点Bま

での距離は180 mである。点Bを通過した後，自動車はブレーキをかけて一定の加速度－4.0 m／s２

で減速をして，点Cで完全に静止した。ただし，x 軸方向右向きを正とする。

⑴ 点Oから点Aまでの区間における自動車の加速度を求めよ。

⑵ 自動車が点Bを通過してから，点Cで静止するまでの時間を求めよ。

⑶ 自動車が点Bを通過してから，点Cで静止するまでの距離を求めよ。

⑷ 自動車が点Oを出発してから点Cで静止するまでの運動について，点Oをスタートする時刻

を０として，経過時間 t と自動車の速度 vの関係を示すグラフ（v－t グラフ）を描きなさい。
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問２ 質量100 g，熱容量40 J／Kの金属球がある。この金属球について，以下の問いに答えよ。

⑴ この金属球の比熱を求めよ。

⑵ この金属球をバーナーで加熱すると，金属球の温度は20℃から80℃に上昇した。このときに金

属球が得た熱量を求めよ。

⑶ 10℃の水200 gを20℃の銅製容器に入れた。この銅製容器の質量は300 gである。十分に時間

が経った後の水の温度を求めよ。ただし，熱は外部に逃げないものとし，水の比熱を4.2J／（g・K），

銅の比熱を0.40 J／（g・K）とする。

⑷ 次に，80℃の金属球を，⑶の状態の水と銅製容器に入れた。十分に時間が経った後の金属球の

温度を求めよ。
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問３ 歩道に観測者が静止していると，前の車道を救急車が振動数960 Hzのサイレンを鳴らして，

速さ20 m／sですぐ前を通り過ぎた。音の速さを340 m／sとする。

⑴ もし救急車が静止していたならば，このときの救急車が発する音の波長を求めよ。

⑵ 救急車が観測者の前を通り過ぎるより少し前に，観測者が聞くサイレンの音の振動数を求めよ。

⑶ 救急車が観測者の前を通り過ぎた少し後に，観測者が聞くサイレンの音の振動数を求めよ。

⑷ 救急車が観測者の前を通り過ぎた少し後に，静止していた観測者が救急車と同じ向きに速さ

３m／sで走り始めた。このとき観測者が聞くサイレンの音の振動数を求めよ。
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問４ 図２に示すような回路があり，スイッチ Sは開いている。以下の問いに答えよ。ただし，電

池と電流計の内部抵抗は無視できるものとする。

⑴ 回路の合成抵抗を求めよ。

⑵ 電流計が示す電流の値を求めよ。

⑶ 次にスイッチ Sを閉じたときの，回路の合成抵抗を求めよ。

⑷ このとき，電流計が示す電流の値を求めよ。
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